
「第 33 回全国高等学校弓道選抜大会」結果報告 

またもや大きな壁に跳ね返されました・・・・ 
１月１０日(土)～１２日まで、鹿児島市で「第 33 回全国高等学校弓道選抜大会」が行われました。本

校からは、昨年 11月の新人戦で個人優勝した 2年前田が大阪代表として男子個人戦に出場しました。 

◆１月９日(金) 公式練習 

 午前 7 時 53 分発の九州新幹線「みずほ」で鹿児島中央駅まで行きます。

鹿児島というとずいぶん遠いという印象でしたが、乗り換えなしで 4時間弱

ですので、非常に早く感じました。新幹線も「グリーン車とちゃうか？」と

思うほどの豪華なシートで、快適な旅となりました。しかし、前田は緊張か

らか、今朝は午前 3時頃に目が覚めたらしく、新幹線の中ではグッタリとし

ていました。 

 12時前に鹿児島中央駅に到着。まずは腹ごしらえです。せっかく鹿児島に

来たんだからと、「黒豚」のどんぶりをいただきました。昼食を済ませた後、

試合会場入り。受付を済ませて、練習会場へ。今回の試合会場の鹿児島アリ

ーナは、隣に練習会場となった弓道場があり、移動がかなり楽でした。昨年

の大阪大会では、試合会場の中央体育館から練習会場の大阪城弓道場まで電

車を使って移動しなければならなかったことを考えれば“雲泥の差”です。

大阪も、もっと施設を充実させないといけないと痛感しました。練習会場での最終調整では、まずまず

の様子でした。日頃どれだけ調子が良くても「ダメだ、納得出来ない・・・」と後ろ向きの考えがばか

りの“ネガティブ前田”ですが、今回は自分でも感じがいいようです。 
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九州新幹線「みずほ」 

朝からお疲れモード・・・ 

練習会場 



 午後４時４５分、本会場での公式練習です。結果は×○×○でした。ただ、見ている我々は「調子い

いなぁ」という感じを受けました。本人も“ネガティブ前田”にしては珍しく「調子はいい」と言い切

っていました。自信を持って明日の本番を迎えられそうです。 

◆１月１０日(土) 開会式・男子個人戦予選 

 午前中に会場入り。練習会場で調整。午

後１時より開会式。開会式が始まる頃に、

本校柔道部顧問の坂原先生と大目教頭が

応援に駆けつけてくれました。坂原先生は、

昨年の全国選抜大会のとき、役員業務のた

め監督が出来ない顧問吉田と宮原の変わ

りに監督を引き受けてもらった先生です。坂原先生は、「そのときの選手

の小野原、介添えの前田と自分の３人で『チーム小野原』を結成した。

その『チーム小野原』のメンバーだった前田が全国選抜大会に出るんだ

から、絶対応援に行きたい。」と、自費で応援に来てくれました。 

矢渡しのあと、午後２時男子個人予選がスタート。前田は６８番目で

す。緊張の１本目、見ていて「完璧！」と思えるくらいいい射でしたが、

上に抜けました。２本目も同じところに抜けて、万事休す。３，４本目も抜いて、呆気なく終わってし

まいました。顧問吉田・宮原は、「前田は全国でも勝負できる力はある」と思っていたので、残念でなり

ませんでした。しかし、終わった後の前田は、「自分でも納得できるいい射だった。気持ちよかった。」

と言っていました。これがいいのか悪いのかわかりませんが、少なくとも今までの“ネガティブ前田”

からは、明らかに表情が変わったように思います。とにかく「試合が楽しかった。」と言えるようになっ

たのは、いいことだと思います。次の目標に向かって練習あるのみです。 

   

本会場での公式練習 

開会式 

男子個人予選 緊張の 1本目 



◆１月１１日(日) 団体予選応援・鹿児島観光 

 午前中、団体戦に出場した浪速高校と好文学園女子高校の応援に行きました。やっぱり団体戦の雰囲

気はいいですね。自分たちもなんとか団体で全国の舞台に立ちたいと強く思いました。 

 帰りの新幹線の時間が午後５時だったので、それまで鹿児島観光することにしました。「やっぱり桜島

でしょ！」ということで、城山展望台に行き、雄大な桜島を見ました。その後「維新ふるさと館」とい

う資料館に行きました。あまり期待していなかったのですが、これがなかなかのもので、結構楽しめま

した。幕末、明治維新の学習ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回で、全国大会に出場するのは３回目となりますが(2012 インターハイ、2013 全国選抜と今回、い

ずれも個人戦)、また予選で敗退し、準決勝・決勝に進むことはできませんでした。実力はあっても、大

舞台でその力を 100％発揮することの難しさを痛感しています。でも、今回の経験が必ず 6 月のインタ

ーハイ予選に生きてくると思います。もう一度チャレンジできるように頑張らせたいと思います。 

 最後に、今回もたくさんの方に応援していただきました。この場を借りてお礼申し上げます。ありが

とうございました。 

 

『人の二倍努力する者は必ずどこかにいる。 三倍努力すれば

少しは安心できるというものだ。』 

前田と介添え役の 1年安田 

歴史の勉強(?)をする安田 

“西郷どん”と記念撮影 

桜島 そのスケールに圧倒されました 


